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○ 埼玉県立川の博物館の指定管理者の指定（生涯学習文化財課） 
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      平成２９年度埼玉県一般会計補正予算（第４号） 

 平成２９年度埼玉県一般会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ789,209千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,869,946,187千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 （繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表繰越明許費補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

第３条 債務負担行為の追加及び変更は、「第３表債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表地方債補正」による。 

 



第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

7 分 担 金 及 び 負 担 金     2,833,248  109,801  2,943,049  

   1 分 担 金  291,931  1,983  293,914  

   2 負 担 金  2,541,317  107,818  2,649,135  

9 

 

国 庫 支 出 金 

 

 

 

   163,314,086  446,464  163,760,550  

2 国 庫 補 助 金  41,927,678  446,464  42,374,142  

13 繰 越 金     636,677  1,944  638,621  

1 繰 越 金  636,677  1,944  638,621  

15 県 債     246,112,000  231,000  246,343,000  

1 県 債  246,112,000  231,000  246,343,000  

歳 入 合 計  1,869,156,978  789,209  1,869,946,187  

  



 

 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

6 農 林 水 産 業 費 

 

業 費 

    23,355,425  439,215  23,794,640  

 

 

 

 

  5 農 地 費  8,809,041  439,215  9,248,256  

11 災 害 復 旧 費 

 

業 費 

    28,210  349,994  378,204  

   1 民 生 施 設 災 害 復 旧 費    2,916  2,916  

 

 

 

 

  2 農林水産施設災害復旧費  18,660  21,078  39,738  

 

 

 

 

  3 土 木 施 設 災 害 復 旧 費  9,550  326,000  335,550  

歳 出 合 計  1,869,156,978  789,209  1,869,946,187  

 第11款災害復旧費中第2項土木施設災害復旧費を第3項、第1項農林水産施設災害復旧費を第2項とし、第1項として民生施設災害復旧費を加える。 



 

第２表 繰越明許費補正                                                                                         

追  加                                                       （単位 千円） 

款 項  事 業 名   金 額  

6 農 林 水 産 業 費 
 

5 農 地 費  
 
かんがい排水事業費  439,215  

      電線地中化（道路）整備費  230,000  

      社会資本整備総合交付金（維持）事業費  20,000  

      社会資本整備総合交付金（交通安全）事業費  143,000  

      道路改築費  70,000  

   2 道 路 橋 り ょ う 費   社会資本整備総合交付金（改築）事業費  636,000  

      橋りょう修繕費  944,000  

      社会資本整備総合交付金（橋りょう維持）事業費  345,000  

      橋りょう架換費  120,000  

8 土 木 費 

    社会資本整備総合交付金（橋りょう整備）事業費  66,000  

    排水機場等維持修繕費  217,000  



 

      放置船舶対策費  40,000  

      河川改修費  210,596  

  

    社会資本整備総合交付金（河川）事業費  1,960,209  

 3 河 川 費   河川施設震災対策費  306,755  

      川の国埼玉はつらつプロジェクト推進費  68,000  

   

  

 砂防施設費  10,000  

    社会資本整備総合交付金（砂防）事業費  60,000  

      社会資本整備総合交付金（急傾斜地）事業費  100,000  

 

 



 

 

第３表 債務負担行為補正 

 追  加                                                      （単位 千円） 

 事 項   期 間   限 度 額  

 舗装道整備   平 成 3 0 年 度   1,076,000  

 道路環境整備   平 成 3 0 年 度   11,000  

 災害防除   平 成 3 0 年 度   10,000  

 道路安全施設   平 成 3 0 年 度   68,000  

 道路改築   平 成 3 0 年 度   140,000  

 橋りょう修繕   平 成 3 0 年 度   224,000  

 社会資本整備総合交付金（橋りょう維持）事業   平 成 3 0 年 度   100,000  



 

 排水機場等維持修繕   平 成 3 0 年 度   80,000  

 河川維持修繕   平 成 3 0 年 度   22,000  

 河川改修   平 成 3 0 年 度   131,000  

 川の国埼玉はつらつプロジェクト推進   平 成 3 0 年 度   40,000  

 砂防維持修繕   平 成 3 0 年 度   60,000  

 



 

 

 

 変  更                                                       （単位 千円） 

（単位 千円）  
事                   項 

補 正 前  補 正 後  

期 間 限 度 額  期 間 限 度 額  

  社会資本整備総合交付金（改築）事業 

  
平 成 3 0 年 度 か ら 

 

平 成 3 1 年 度 ま で 

  

570,000 

  
平 成 3 0 年 度 か ら 

 

平 成 3 1 年 度 ま で 

  

1,050,000 

 

  社会資本整備総合交付金（河川）事業 

  

平 成 3 0 年 度 

  

535,000 

  

平 成 3 0 年 度 

  

735,000 

 

  街路整備 

  

平 成 3 0 年 度 

  

115,000 

  

平 成 3 0 年 度 

  

265,000 

 

  社会資本整備総合交付金（街路）事業 

  

平 成 3 0 年 度 

  

130,000 

  

平 成 3 0 年 度 

  

600,000 

 

 



 

第４表 地方債補正 

 

 追  加                                                                                                          （単位 千円） 

起  債  の  目  的 限  度  額 起 債 の 方 法 利   率 償 還 の 方 法  

 

土 木 施 設 災 害 復 旧 事 業   108,000   

普通貸借又は証券発行（他 

の地方公共団体との共同発 

行を含む。）。ただし、発 

行価格が額面金額を下回る 

ときは、その発行価格差減 

額をうめるため必要な金額 

を限度額に加算した金額と 

することができる。 

  10％以内。ただし、利 

率見直し方式で借り入

れる資金について、利 

率の見直しを行った後 

においては、当該見直 

し後の利率とする。 

  政府資金についてはその融通 

条件により、銀行その他の場 

合はその債権者と協定した融 

通条件による。ただし、県財 

政の都合により据置期間を短 

縮し、若しくは繰上償還又は 

低利に借り換えることができ 

る。 

 

 



 変  更                                                                                                         （単位 千円） 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

農 業 基 盤 整 備 事 業   1,047,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他 

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合 

により据置期間を

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

1,170,000 

      

 

 

    

 
 

（  補正前に同じ。） 
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示 
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方
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一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
体
育
協
会
・
株
式
会
社
サ
イ
オ
ー
共
同
事
業
体 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
七
丁
目
十
二
番
四
号 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 
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地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
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第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
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よ
り
、
埼
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県
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
の
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定
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理
者
を
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と
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り
指
定
し
た
。 
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一
月
五
日 
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一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
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務
所
の
所
在
地 

 
 

ア
ク
テ
ィ
オ
株
式
会
社 

 
 

東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
一
丁
目
一
番
十
一
号
目
黒
東
洋
ビ
ル
四
階 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 
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治
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年
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十
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埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 
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一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

株
式
会
社
秩
父
開
発
機
構 

 
 

埼
玉
県
秩
父
市
東
町
二
十
九
番
二
十
号 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 
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申
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め
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表
の
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欄
に
掲
げ
る
撤
回
日
を
も
っ
て
救
急
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院
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定
め
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昭
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定
す
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成
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玉
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田 

清 
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医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会
朝

霞
台
中
央
総
合
病
院 

 

さ
く
ら
記
念
病
院 

 

医
療
法
人
社
団
仁
心
会
越
谷

ハ
ー
ト
フ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル 

 
 

 
 

 

名 

称 
 

 
 

 
 病

院 
埼
玉
県
朝
霞
市
西
弁
財
一
丁
目
八
番

十
号 

 

埼
玉
県
富
士
見
市
水
谷
東
一
丁
目
二

十
八
番
地
一 

埼
玉
県
越
谷
市
川
柳
町
三
丁
目
五
十

番
地
一 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 

平

成

二

十

九

年

十

二

月

三

十
一
日 

同
右 

 

同
右 

 

撤
回
日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
八
号 

 
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
病
院
を
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第

八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
病
院
と
し
て
平
成
三
十
年
一
月
一
日
に
認
定
し
、
そ
の

有
効
期
限
を
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
し
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

          

                 

医
療
法
人
社
団
武
蔵
野
会
Ｔ

Ｍ
Ｇ
あ
さ
か
医
療
セ
ン
タ
ー 

医
療
法
人
さ
く
ら
さ
く
ら
記
念

病
院 

 
 

 
 

 

名 

称 
 

 
 

 
 病

院 
埼
玉
県
朝
霞
市
溝
沼
一
三
四
〇
番
地

の
一 

埼
玉
県
富
士
見
市
水
谷
東
一
丁
目
二

十
八
番
地
一 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 

平

成

三

十

二

年
九
月
八
日 

同
右 

 

有
効
期
限 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
九
号 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ

た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

な
お
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日

ま
で
に
埼
玉
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要 

 
 

        

平
野 

和
夫 

田
中 

壽
男 

田
中 

知
二 

勢
〆 

茂
治 

関
根 

稔 

新
井 

良
一 

氏
名
又
は
名
称 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
下
小
坂
五
百
四

十
八
番
地 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
下
小
坂
五
百
五

十
番
地 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
下
小
坂
六
百
二

十
番
地 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
鯨
井
百
四
十
一

番
地 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
下
小
坂
六
百
十

五
番
地
二 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
小
堤
二
百
七
十

五
番
地 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
沖
仲
二
百

番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
上
谷
九
十

七
番
一
ほ
か
三
十
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
沖
仲
百
四

十
八
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

平
塚
字
鍜
治
免
二
百

七
十
四
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
沖
仲
二
百

四
十
一
番
一
ほ
か
十

六
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
沖
仲
百
五

十
三
番
二
ほ
か
一
筆 

所 

在 
地 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地 

三
、
三
九
九 

一
八
、
五
四
六 

二
、
四
一
〇 

二
、
四
八
一 

五
、
二
三
一 

二
、
二
〇
八 

面
積
（
平
方 

メ
ー
ト
ル
） 



 
 

           

今
泉 

隆
夫 

今
泉 

榮
一 

阿
部 

弘
正 

青
木 

春
夫 

有
限
会
社
モ
リ

シ
ゲ
物
産 

農
事
組
合
法
人

小
原
営
農 

増
田 

日
出
雄 

増
田 

輝
一 

増
田 

昭 

増
尾 

義
雄 

平
野 

俊
雄 

埼
玉
県
加
須
市
戸

崎
四
百
四
十
三
番

地 埼
玉
県
加
須
市
戸

崎
五
百
二
十
六
番

地 埼
玉
県
加
須
市
戸

崎
五
百
七
十
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
戸

崎
二
百
四
十
番
地 

埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
北
区
土
呂
町
二

丁
目
二
十
九
番
地

の
二 

埼
玉
県
熊
谷
市
小

江
川
二
千
八
十
七

番
地
七 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
下
小
坂
六
百
六

十
四
番
地
二 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
下
小
坂
六
百
五

十
五
番
地 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
下
小
坂
七
百
十

五
番
地 

埼
玉
県
坂
戸
市
大

字
中
小
坂
四
百
九

十
二
番
地
二 

埼
玉
県
川
越
市
大

字
下
小
坂
千
十
三

番
地 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
元
屋
敷
千
六
百
三

十
番 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
元
屋
敷
千
七
百
六

十
七
番
二 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
城
附
五
百
九
十
五

番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
沼
通
千
四
百
八
十

五
番 

埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
字
暮
坪
九
千
四
百

九
十
番 

埼
玉
県
熊
谷
市
小
江

川
字
池
代
四
百
九
十

七
番
ほ
か
三
十
一
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
沖
仲
二
百

十
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
沖
仲
二
百

六
番
一
ほ
か
十
三
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
沖
仲
二
百

二
十
六
番
一
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
上
谷
九
十

三
番
ほ
か
十
八
筆 

埼
玉
県
川
越
市
大
字

下
小
坂
字
向
井
七
百

八
十
六
番
一
ほ
か
二

筆 

七
九
四 

七
六
三 

一
、
九
三
四 

九
八
八 

一
、
二
三
七 

二
六
、
三
二
六 

四
、
八
二
七 

七
、
六
八
二 

三
、
三
六
六 

二
四
、
五
四
一 

四
、
二
八
一 



 
 

           

清
水 

明 

小
林 

弘
明 

木
村 

茂
賀 

川
崎 

光
男 

鎌
田 

洋
子 

農
業
生
産
法
人

株
式
会
社
と
り

う
み
フ
ァ
ー
ム 

金
子 

孝
一 

恩
田 

浩
明 

小
野
原 

新
吉 

榎
本 
太
英 

今
成 

吉
昭 

埼
玉
県
加
須
市
戸

崎
六
百
十
八
番
地

二 埼
玉
県
加
須
市
平

永
千
四
十
一
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
馬

内
千
四
百
七
十
七

番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
戸

室
千
二
百
六
十
六

番
地 

埼
玉
県
加
須
市
馬

内
四
百
九
十
番
地

二 埼
玉
県
加
須
市
北

下
新
井
二
百
七
番

地 埼
玉
県
加
須
市
戸

室
千
三
十
番
地
四 

埼
玉
県
加
須
市
外

記
新
田
四
百
四
十

番
地
三 

埼
玉
県
加
須
市
道

目
千
五
百
六
十
五

番
地 

埼
玉
県
加
須
市
馬

内
四
百
九
十
一
番

地
二 

埼
玉
県
加
須
市
細

間
百
十
九
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
城
附
五
百
五
十
一

番
二 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
元
屋
敷
千
五
百
九

十
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
加
須
市
馬
内

二
千
十
一
番 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
十
番
九
百
五
十
四

番
二 

埼
玉
県
加
須
市
馬
内

八
百
六
十
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
旗
井

字
北
側
八
百
二
十
九

番
一
ほ
か
三
十
九
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
五
番
五
百
二
十
四

番
三
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
旗
井

字
沖
谷
六
百
四
十
八

番
二
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
北
平

野
字
田
島
四
百
十
五

番
一
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
加
須
市
馬
内

九
百
四
十
三
番
一
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
砂
原

字
中
原
千
七
百
二
番

一
ほ
か
一
筆 

四
九
二 

五
、
七
四
七 

三
五
四 

六
六
九 

五
〇
八 

四
五
、
七
一
〇 

九
九
六 

三
、
二
四
五 

六
、
五
九
九 

一
、
〇
二
七 

四
、
〇
一
四 



 
 

           

山
中 

延
治 

峯
岸 

孝
至 

増
田 

政
司 

波
田
野 

恭
子 

長
谷
川 

公
也 

橋
本 

早
苗 

野
川 

良
翁 

長
濵 

秀
雄 

長
濱 

孝
文 

中
島 
隆
明 

鈴
木 

啓
修 

埼
玉
県
加
須
市
馬

内
六
百
六
十
三
番

地 埼
玉
県
加
須
市
正

能
九
百
四
十
七
番

地 埼
玉
県
加
須
市
馬

内
八
百
八
十
八
番

地 埼
玉
県
加
須
市
戸

崎
千
百
十
二
番
地

三 埼
玉
県
加
須
市
平

永
千
九
十
七
番
地

一 埼
玉
県
加
須
市
戸

室
千
二
百
四
十
九

番
地 

埼
玉
県
加
須
市
馬

内
千
四
百
九
十
七

番
地 

埼
玉
県
加
須
市
馬

内
千
五
百
七
十
六

番
地
一 

埼
玉
県
加
須
市
馬

内
四
百
五
十
三
番

地 埼
玉
県
加
須
市
正

能
百
五
十
七
番
地

一 埼
玉
県
加
須
市
平

永
千
七
十
五
番
地

一 

埼
玉
県
加
須
市
馬
内

千
七
百
八
番 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
沼
通
千
五
百
十
四

番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
馬
内

八
百
四
十
七
番
ほ
か

三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
五
反
地
千
百
十
一

番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
城
附
四
百
三
十
四

番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
八
番
五
百
七
十
九

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
馬
内

八
百
四
十
四
番 

埼
玉
県
加
須
市
馬
内

七
百
八
十
六
番
一
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
馬
内

千
四
百
三
十
八
番 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
元
屋
敷
千
七
百
八

十
一
番
一 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
元
屋
敷
千
七
百
九

十
番
一 

二
六
二 

一
、
九
九
五 

二
、
二
六
〇 

一
、
九
三
七 

二
、
〇
一
三 

三
九
三 

九
九
八 

一
、
四
五
七 

五
九
五 

四
七
五 

六
七
二 



 
 

           

猪
鼻 

秀
明 

伊
藤 

貴
大 

飯
島 

茂 

浅
見 

哲
也 

春
山 

昭 

株
式
会
社
Ｃ
Ｔ

Ｉ
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア 渡
邉 

克
行 

若
山 

幸
夫 

吉
田 

ト
ク 

吉
田 
す
み
子 

有
限
会
社
小
山

農
産 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
下
伊
草

四
百
三
番
地
六 

埼
玉
県
入
間
郡
三

芳
町
藤
久
保
九
十

番
地
二
十
八 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
平
沼
八

百
三
番
地
二 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
中
山
千

百
五
十
二
番
地 

埼
玉
県
久
喜
市
所

久
喜
百
七
十
六
番

地 東
京
都
中
央
区
日

本
橋
浜
町
三
丁
目

二
十
一
番
一
号 

埼
玉
県
加
須
市
戸

崎
百
二
十
一
番
地 

埼
玉
県
加
須
市
戸

室
千
百
七
十
四
番

地
四 

埼
玉
県
加
須
市
戸

崎
千
百
三
十
二
番

地 埼
玉
県
久
喜
市
吉

羽
三
丁
目
十
番
地

十
八 

埼
玉
県
加
須
市
馬

内
千
七
十
九
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
釘
無
字
上
町

十
七
番
一
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
出
丸
中
郷
字

新
田
千
八
百
二
十
四

番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
中
山
字
六
地

蔵
五
百
八
十
八
番
四

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
中
山
字
六
地

蔵
五
百
六
十
八
番
一

ほ
か
四
十
三
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
所
久

喜
字
東
谷
五
十
四
番

ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲

町
柴
山
枝
郷
字
小
塚

下
四
百
四
十
六
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
五
反
地
千
三
十
七

番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
室

字
八
番
五
百
七
十
八

番
一 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
五
反
地
千
七
十
一

番
ほ
か
八
筆 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
五
反
地
千
二
百
二

十
番
二 

埼
玉
県
加
須
市
戸
崎

字
五
反
地
千
百
十
一

番
二
ほ
か
一
筆 

一
、
三
八
七 

四
九
五 

九
二
一 

三
四
、
二
三
二 

八
、
二
六
六 

一
、
六
一
一 

九
、
三
七
七 

四
九
二 

六
、
三
九
五 

八
〇
五 

一
、
六
六
一 



 
 

           

小
森
谷 

晃 

小
久
保 

彰 

神
田 

清 

株
式
会
社
比
企

ア
グ
リ
サ
ー
ビ

ス 株
式
会
社
沼
田

フ
ァ
ー
ム 

株
式
会
社
内
野

農
場 

兼
松 

賢
次 

小
髙 

秀
明 

小
島 

秀
文 

岡
部 
政
一 

岡
部 

起
也 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
白
井
沼

二
十
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
上
小
見

野
三
百
四
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
上
小
見

野
四
百
二
番
地
一 

埼
玉
県
東
松
山
市

加
美
町
一
番
二
十

号 埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
三
保
谷

宿
二
百
十
五
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
芝
沼
百

四
十
三
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
中
山
千

九
十
一
番
地
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
畑
中
二

百
七
十
一
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
平
沼
九

百
九
十
九
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
一
本
木

二
百
十
八
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
一
本
木

百
八
十
四
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
東
野
三
十
九

番
ほ
か
九
十
六
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
一
本
木
字
前

通
二
百
八
十
二
番
一

ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

家
附
一
番
町
五
十
七

番
一
ほ
か
三
十
八
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
八
ツ
林
字

船
原
町
三
百
六
十
三

番
一
ほ
か
二
百
四
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
下
八
ツ
林
字

柊
町
九
百
三
十
三
番

九
ほ
か
三
百
六
十
一

筆 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
飯
島
字
山
崎

四
十
一
番
ほ
か
千
七

百
五
十
二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
中
山
字
諏
訪

下
七
百
十
二
番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
一
本
木
字
参

番
町
六
百
十
九
番
一

ほ
か
百
八
十
三
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
平
沼
字
新
田

前
三
百
四
番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
一
本
木
字
裏

通
百
九
十
二
番
ほ
か

六
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
一
本
木
字
神

明
町
百
三
十
五
番
一

ほ
か
二
筆 

九
七
、
二
二
一 

二
、
一
七
六 

三
〇
、
二
三
二 

一
四
九
、
九
一
五 

三
三
八
、
九
一
四 

一
、
四
三
二
、
〇
三
八 

四
八
五 

一
五
四
、
三
七
〇 

九
六
八 

六
、
五
二
四 

二
、
八
六
五 



 
 

           

二
松 

正
憲 

比
留
間 

髙
雄 

林 

成
幸 

野
澤 

光
雄 

野
澤 

隆
志 

野
口 

和
利 

中
村 

伸
一 

利
根
川 

義
治 

遠
山 

勝
元 

染
谷 
勇
一 

関
口 

孝
美 

埼
玉
県
比
企
郡
滑

川
町
月
の
輪
三
丁

目
八
番
地
二
ラ
・
ル

ミ
エ
ー
ル
三
百
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
鳥
羽
井

三
百
六
十
六
番
地

二 埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
加
胡
九

番
地
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
北
園
部

百
八
十
九
番
地
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
正
直
百

二
十
六
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
東
大
塚

三
百
五
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
上
伊
草

千
三
百
十
九
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
戸
守
七

百
九
十
六
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
安
塚
二

十
七
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
加
胡
百

六
番
地
三
十
五 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
中
山
二

千
百
四
十
八
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
正
直
字
山
王

町
百
七
十
二
番
一
ほ

か
十
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
鳥
羽
井
新
田

字
圦
前
百
八
十
一
番

一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
小
見
野
五
十

番
ほ
か
百
四
十
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
正
直
字
山
王

町
百
一
番
一
ほ
か
八

筆 埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
正
直
字
山
王

町
百
六
十
四
番
一
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
一
本
木
字
参

番
町
六
百
十
八
番
一

ほ
か
二
百
六
十
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
伊
草
字
小
三

田
七
百
二
番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
戸
守
字
内
袋

八
百
九
十
二
番
一 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
飯
島
字
道
下

百
二
十
三
番
一
ほ
か

十
二
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
小
見
野
字

家
附
三
番
町
四
百
八

十
七
番
一
ほ
か
七
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
中
山
字
六
地

蔵
五
百
七
十
一
番
一

ほ
か
三
筆 

九
、
三
六
七 

七
五
八 

九
一
、
二
五
三 

七
、
二
六
七 

五
九
九 

一
八
〇
、
七
四
二 

九
七
二 

九
五
一 

八
、
九
五
二 

四
、
三
八
三 

三
、
八
〇
〇 



二 

申
請
年
月
日

 

 
 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
農
林
部
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
九
日
ま
で 

五 

意
見
書
の
提
出
先 

 
 

埼
玉
県
農
林
部
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課 

      
山
本 

隆
雄 

丸
源
ア
グ
リ
株

式
会
社 

平
井 

勝
美 

髙
舘 

成
行 

紙
田 

晴
夫 

矢
内 

光
秋 

埼
玉
県
北

飾
郡

杉
戸
町
大
字
佐
左

ヱ
門
五
百
二
十
九

番
地 

埼
玉
県
北

飾
郡

杉
戸
町
大
字
下
高

野
三
百
六
十
一
番

地
一 

埼
玉
県
北

飾
郡

杉
戸
町
大
字
下
高

野
三
百
四
十
三
番

地 埼
玉
県
北

飾
郡

杉
戸
町
大
字
茨
島

九
百
四
十
六
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
上

里
町
大
字
長
浜
千

三
百
二
十
五
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
川

島
町
大
字
白
井
沼

千
二
十
四
番
地 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
堤
根
三
百

八
十
三
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
高
野
字

宮
之
下
前
千
二
百
九

番 埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
高
野
字

宮
之
下
前
千
二
百
十

五
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉

戸
町
大
字
下
高
野
字

箕
輪
九
百
九
十
一
番

二
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
上
里

町
大
字
長
浜
字
城
千

五
百
三
十
番
五 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島

町
大
字
上
伊
草
字
堤

外
蔵
主
千
八
百
六
十

一
番
一
ほ
か
三
百
八

十
二
筆 

一
三
、
一
二
九 

二
六
七 

九
九
七 

四
九
八 

一
、
九
六
五 

二
九
六
、
二
一
七 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
県
森
林
科
学
館
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
社
団
法
人
埼
玉
県
農
林
公
社 

 
 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
真
名
板
千
九
百
七
十
五
番
一 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
一
号 

 
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

 

埼
玉
県
入
間
市
大
字
寺
竹
字
東
桂
一
一
七
五
の
五
、
一
一
八
四
の
二 

二 

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

 
 

耕
地
の
防
風 

三 

解
除
の
理
由 

 
 

指
定
理
由
の
消
滅 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
二
号 

 
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知

を
受
け
た
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

 
 

埼
玉
県
飯
能
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
） 

二 

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

 
 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三 

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

 

イ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠ 

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

 
 

飯
能
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
） 

㈡ 

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

㈢ 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に

係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈣ 

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

ロ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
埼
玉
県
庁

及
び
飯
能
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
県
営
土
地
改
良
事
業
山
田
地
区
（
区
画
整
理
事
業
）
の
換
地
計
画
を
平
成
二
十
九
年
十
二
月
二

十
七
日
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
公
告
し
、
及
び
そ
の
換
地
計
画
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

縦
覧
期
間 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
九
日
か
ら 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
二
月
六
日
ま
で 

二 

縦
覧
場
所 

 
 

 
 

滑
川
町
役
場 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
四
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告

す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

和
光
北
イ
ン
タ
ー
地
域
土
地
区
画
整
理
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
和
光
市
新
倉
二
丁
目
、
四
丁
目
、
五
丁
目
の
各
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
和
光
市
新
倉
五
丁
目
四
番
一
号 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日 

六 

変
更
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
五
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
秋
ヶ
瀬
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
六
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
森
林
公
園
緑
道
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
造
園
業
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
七
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
久
喜
菖
蒲
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
八
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
所
沢
航
空
記
念
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

所
沢
航
空
記
念
公
園
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
十
九
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
し
ら
こ
ば
と
公
園
、
川
越
公
園
及
び
加
須
は
な
さ
き
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り

指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
十
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
秩
父
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

秩
父
開
発
機
構
・
西
武
造
園
グ
ル
ー
プ 

 
 

埼
玉
県
秩
父
市
東
町
二
十
九
番
二
十
号 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
十
一
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
さ
き
た
ま
緑
道
及
び
花
の
里
緑
道
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

「
さ
き
た
ま
彩
花
」
道
の
会 

 
 

埼
玉
県
行
田
市
藤
原
町
二
丁
目
十
一
番
地
十 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
十
二
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
み
さ
と
公
園
及
び
吉
川
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
高
鼻
町
四
丁
目
百
三
十
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
十
三
号 

 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
彩
の
森
入
間
公
園
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

彩
の
森
入
間
公
園
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
下
富
千
十
四
番
地 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
十
四
号 

 
 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
八
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
公

開
に
よ
る
意
見
の
聴
取
を
次
の
と
お
り
行
う
。 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

許
可
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
建
築
の
計
画 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イ 

申
請
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
都
港
区
芝
浦
一
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 

コ
ス
モ
石
油
プ
ロ
パ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

田 

島 

義 

之 

 
 

ロ 

敷
地
の
位
置 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
飯
能
字
大
久
田
千
七
十
六
番
一
、
大
字
中
山
字
鶴
舞
六
百
八
番
三
及 

 
 

び
字
蓬
莱
山
六
百
十
六
番
三 

 

ハ 

建
築
物
の
用
途 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
自
動
車
修
理
工
場 

二 

意
見
の
聴
取
の
期
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
十
五
日
（
月
） 

 
 

午
後
三
時
○
○
分
か
ら 

 

三 

意
見
の
聴
取
の
場
所 

 
 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
飯
能
六
十
番
地
の
一 

 
 

飯
能
中
央
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー 

第
六
会
議
室 

 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
一
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

渡 

辺 

賢 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
一
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
九
〇
〇
二
〇
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

越
建
セ
第
三
一
七
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
百
間
六
丁
目
六
百
三
十
番
三
、
六
百
三
十
番
四 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

東
京
都
武
蔵
野
市
境
二
丁
目
二
番
二
号 

 
 

株
式
会
社 

飯
田
産
業 

代
表
取
締
役 

兼
井 

雅
史 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
一
号 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

平
成
三
十
年
一
月
十
一
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 
 

当
面
す
る
教
育
関
係
諸
問
題
に
つ
い
て 



告

示 

埼
玉
県
教
委
告
示
第
二
号 

 
地
方
自
治
法
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

平
成
三
十
年
一
月
五
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 

一 

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

株
式
会
社
乃
村
工
藝
社 

 
 

東
京
都
港
区
台
場
二
丁
目
三
番
四
号 

二 

指
定
の
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 
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